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Abstract

This study focused on clarincation of the status and contents of classical ballet cOmpetitions in」 apan

based on information obtained via an lnternet survey ln addition, a comparison was made bet、 veen the

clarined situation and the problems、 vith classical ballet competitions to identifゝ r tOday's problems in」 apan

fronl the viewpoint of ballet education The study produced the follo、 ving indings:

1.There were 101 classical ballet competitions in 2015,which、 vere categorized into 69 types in terms of

the titles Ballet competitions were held every month sOmewhere in」 apan,nearly half of which were

silnilar in terms of contents ln particular,many of the competitions started in the last ive years

2 The classical ballet competitions were roughly categorized into three types: typical competitions for

ranking,pre― concours types,and international competidons.The pre― cOncours competitions in particular

contributed signincantly tO ballet education

3 PrOblems、 vith classical ballet competitions identined in this study、 vere as follo、vs:

1)InfOrmation on the competitions that include the organizers,objectives,and criteria l‐ or examinations,

、vhich the participants should cOnsider in choOsing competitions,were not provided appropriately in

many cases

2)From the viewpoint of ballet education, special consideration should be given to participation by

children in the ballet cOmpetitions because of the diferent risks associated with their participation

(partiCularly in the case of the lo、ver and nliddle grades of elementary school)

Key Wordsi classical ballet,ballet competition,dance concours,ballet education

I.序

I-1.研 究の背景
クラシック・バレエ (以後、バレエとする)は、これまでの長い歴史の中で世界各地の幅広い年代層に鑑

賞・学習され、今日までの発展を遂げてきた。特に日本における習い事としてのバレエは、舞踊ジャンルの

中でも多 くの人々に学習されており、学習者人口は推定40万人以上といわれている (海野ほか,2012)。 そ

の年齢層は3歳以下の未就学児から80歳以上の成人に至るまで実に幅広い。

一方、海野らの同調査によると、バレエ・コンクール (以後、BCと する)については、学習者が多いこ
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とに比夕Jして、調査対象 (1304)の約半数のバレエ教育機関にBCへの参加者がいることが分かつている。

海野ら (2012:19)は 、バレエ業界において「コンクールヘの参加に積極的なバレエ教室が少なくない」と

述べているが、近年、日本国内では数多くの BCが開催されており
注1)、
その数は世界一と騒がれるほどであ

る (安達,2014:8)。

ではなぜこれほどまでに日本においてBCは盛んであり、バレエ学習者たちはBCに参加するのだろうか。

バレエに限らず、コンクールに参加する目的は以下の理由が考えられる。まず一つは、自己の実力を浪1る た

めの手段として。そして、次に自分をアピールする (も しくは将来自分が踊る場を得る)ための手段とし

て。また、うらわ (2007:35)は 「まず、踊る場として。大都市部でもそうだが、とくにそれ以外の地域で

は公演はもちろん、発表会もなかなかなく、舞台で踊るにはコンクールしかないという現実もある。～中略

～ 一方、指導者の側からは、コンクール上位者を出すと指導者が注目され、生徒集めに有利となる。さら

に率直にいって、振付・指導が一部の教師たちの収入の途になっていることも否定できない。」と、述べる。

さらに日本におけるBCと は「舞台経験を積むための場所」。そして「集中して練習し、上達するための目

標」という意味合いが強く (う らわ,2013:50)、 これらを参加目的とする参加者も多く存在することが推

察される。

このように、BCが 日本において盛んであるという現状は、参加者やそれを指導する指導者などの様々な

目的によつて支えられている。その目的は、参加者や指導者などによってそれぞれ異なり、上記に挙げたも

のだけにその理由を集約することは難しい。しかし、これまで挙げてきたBCへの参加目的を踏まえると、

BCは、全国各地で行われている日本のバレエ教育において、教育の一つのツールとして、バレエ学習者や

その指導者に利用されていると考えることができるだろう。

日本でのBC開催の大きな意義は、BCを きっかけとして、世界に認められる日本人ダンサーを毎年のよ

うに輩出していることや、日本のバレエの水準が年々上昇していることなどである。しかしその一方で、

BCが引き起こす弊害も指摘されている。例えば、コンクールで好評価を得ても、ダンスの世界を離れてし

まう若手ダンサーが多くみられること (夏 目ほか,1994i33-34)。 回転や跳躍などのテクニックばかりを重

視し過ぎてしまい、本来のバレエの美しさであるターン・アウトやポール・ド・ブラなどの基礎を疎かにし

てしまうこと。曲目に合った役の表現・解釈が出来ない (阿部,1999i26、 波多野ほか,2007:38-40)。 こ

のような問題の他にも、一人の踊りが3分程度のヴアリエーシヨン (以後、Vaと する)のみで評価されて

しまうという審査方法の問題
注
"(石井,2007:36)。 参加者が納得できるような明確な審査基準

の設定につ

いて。従来伝統的に受け継がれてきた振付を軽視し、参加者の踊りを良く見せるために振付を改訂してしま

うという振付に関する問題 (阿部,1999:30)。 そして、参加者の舞台マナーについてなど、踊りの内容に

関することだけでなく、それ以外のコンクール開催に伴う根本的な問題も指摘されている。

I-2.日 本の舞踊コンクールの歴史と先行研究の検討
日本のバレエを含む舞踊コンクールの歴史は古い。1939年 に現在の東京新聞の前身である都新聞が主催し

た「全国舞踊コンクールJが日本最古の舞踊コンクールであり、今年 (2016年)で 73回 目の開催となった
注0。

その後、1967年に埼玉舞踊協会が主催する「埼玉全国舞踊コンクール」、1983年には日本バレエ協会が主催

する「全日本 BCJ、 1986年には、神戸新聞主催の「こうべ全国洋舞コンクール」がスタートした。1980年

代までには数えるほどしかなかったBCが、1990年代に入ると次々に新しいコンクールが生まれ、日本はい

まや世界一コンクールの多いコンクール大国となったと言える。

このような背景の中、舞踊コンクールに関する研究は、欧米に比べ数は少ないが、これまでにいくつか報

告されている。まず、児童舞踊コンクールに関する研究 (田中,1988)と 、国際創作舞踊コンクールの入賞

作品に関する研究が6件 (林ほか,1989、 頭川ほか,1989・ 1990・ 1991・ 1992・ 2003)。 舞踊コンクールの
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採点方法に関する研究 (若松ほか,1996)と 、現代舞踊コンクール入賞者に関する研究 (米澤ほか,2012)
がそれぞれ1件ずつ。そして琉球舞踊コンクールに関する研究 (花城,2000・ 2001・ 2005'2006)が 4件、

その他コンクールで上演された台湾住民舞踊に関する研究 (張ほか,2015)な どがあるが、これまで BCを

主題として扱った研究は、ほとんど見当らない。

一方、BCを取 り扱った書籍には、『BCパーフェクト・ガイド』 (以後、『BCPG』 とする)、 『BC 審査員
は何を視るか ?』 、『全国舞踊コンクール50年史』などがあり、『BCPG』 は、2013年 6月 末時点の国内 BCの

情報を掲載している。しかし、それ以外は、『バレリーナヘの道』や『ダンスマガジン』、『週刊オン・ス

テージ新聞』などのバレエ関連諸誌でのコンクール開催報告や上位入賞者の掲載、コンクール開催広告がほ

とんどである注→。そのため、年間全国でどれくらいのBCが開催されているのか。具体的にどのような内容
のBCがあるのか。参加者の人数はどの程度なのか。部門の枠や参加費の具体的な金額。審査方法や審査員
の詳細な情報。審査情報公開や賞品・賞金の有無などという、最新の国内におけるBCの動向についての基

礎資料はほんの少ししか見つけることが出来ない。

Ⅱ.目的

本研究では、①現在の日本におけるBCの開催状況とその内容を明らかにする。② BC審査員経験者や舞
踊評論家などによって、これまで指摘されてきたBCが抱える問題点と、①の結果とを照らし合わせ、バレ
エ教育の視点から見た現在の日本のBCの問題点を明らかにする。また、BCに 関する基礎資料を得ること

を目的とする。

Ⅲ.方法

本研究は、上記の目的を達成するために以下の3つ の方法で情報を収集し、調査を行った。

①『BCPG』 に掲載されている「国内のおもなコンクールー覧」を参考に、2015年一年間に日本で開催され

ている、バレエ部門もしくはバレエの審査があるコンクールの情報を集計した。各 BCの情報は、主催団
体が運営している (も しくは運営に関わつていると考えられる)ホームページ (以後、HPとする)にア
クセスし、情報を収集した。

②①の一覧に掲載されていないBCを検索するための手段として、『ダンスマガジン』、『旬刊音楽舞踊新

聞』、『週刊オン・ステージ新聞』に掲載されているBCに関する記事、もしくは広告を参考にし、情報を

収集した
注D。

③上記①②でヒットした以外のBCを検索するため、インターネット検索サイト「Google」 を用いて、「バ

レエ」「コンクール」というキーワードを入力して検索を行った。

調査期間は、2016年 6月 30日 ～9月 5日 であった。コンクールの内容については、2015年度の情報掲載が

HP上にない場合があった。その場合は、ほぼ同内容で開催していると考えられる2016ま たは17年度のデー

タを参考にした (ただし、2015・ 16・ 17年 ともに開催があるコンクールに限る)注
0。

調査項目は、① BCの名称、②開催回数、③開催日、④開催地、⑤主催団体の名称、⑥開催目的、⑦部

門、③審査内容、⑨審査基準・規定の提示の有無、⑩審査員情報の有無、⑪審査情報公開の有無、⑫プロ契

約、海外留学など、将来的な活動に繋がる賞品の有無、⑬他のコンクールとの関連の有無である。

本調査においてインターネット検索を用いた根拠は、すでに述べたように国内の最新のBC情報を集約し
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た書籍がかなり少ない。そのため、文献による情報収集は困難であると考え、本研究においてこの調査方法

を採用した。またコンクール主催者側にとっても、参加者に広報するためにまず考える手段が、インター

ネットによるものであると推察される。そのため、この調査方法が有効であると判断し、この方法を採用し

た。

収集した情報は、MicrOsOi Exce1 2013 for Windowsを 使用し、単純集計を行った。今回の調査は、BC

に関する基礎資料を得ることを目的としているため、単純集計にとどめ、日本におけるBCの全体的な傾向

について捉えた。集計結果とこれまでに検討されてきた BCの 問題点とを照らし合わせることにより、本調

査から見えるBCが抱える問題点についての検証を行った。

Ⅳ.結果

Ⅳ-1.2015年 一年間の BC開催状況

(1)開催総数と開催頻度、開催地について

2015年一年間に開催されたコンクールの一覧を表 1に示す。一年に二回以上、同一団体による開催があっ

た場合には、グレーを用いて表示 した
注つ
。また、一つの団体から生まれた支部についても同一団体扱いと

した。今回の調査で見つかった BCの総数は、101件であった。開催日初日で分類 した開催月別に見てみる

と、8月 の24件が最も多かった。一年間を通して、コンクールの開催がない月はなかった。

表 1:2015年 一年間のコンクールの総数

No, 開催月 開催日 回数 コンクール名 主催者 (主催の記載がない場合は、事務局名を記載 )

1

1月 (6)

1/3-6 ザ|′■●榊 青少年0わが″ヽ 工́■●ング■ル実篠 会
2 1/3-8 N三圧縮 ,ヽレ‐ ング■ル hTPOは|‐|ヽおAバレ

=団3 1/5-6 6

“

螂囀,タラン,|″|■■● グ́■|■名議 NALItIEIタラン

".ド

||～■ツク■ル実行委環会
1/5-7 2 全邸羅諄ブレ

～
|=●´窄, 不升

“

薬鎌 倉プレ |ヽ

…

||■
‐―ル事務励

5 1/11-12 4 琉輌 1″ヽ´
=コ
ンタ■ル 鱗 綱

6 1/11‐ 12 5 琉球新報国降ドレ●●|″→ 琉場 刑 難

7

2月 (4)

2/1 不明
バレエ エキシビジヨン2015(Etoile de Scene Ballet

Concours エトワルド セヌ バレエコンクール) 不明 (M・ A☆
Art Ballet cottpa町 事務局)

8 l J責減●B轟 IC蒟

“

轟,rl滋賀1妙

“

Japall13allel● 逮̈お■帳五撲布摯
=:義

会
2/8-12 オ■ル|ジ|″ ンヽ′ヽレニユニオンコング■ル オ|■|ルジ●´ヽン″ヽL/1二

=オ
ン

10
2/21-22,

3/21-22

OSAKAPRIX全国クラシックバレエ コンペティ
ション2015

産経新聞社 産経新聞開発会社

ll

3月 (17)

3/78 2 ダンス・コンペティション in仙台2015 DCS実行委員会
3/16-18 5 1全国鎌倉′ヽ1/1■ンタ■ル 利 51“馘郵鎌倉ドレニ|コンク■ル勤 局
3/22 3 Program lor Competition in岡 山 不明 (プログラムフォーコンペティションイン岡山事務局)

3/23-24 エデュケーショナル バレエ コンクール
Prix du」 apon株式会社、一般社団法人ロシアバレエ

メソッド教育振興協会

15 3/24-25 6 NAGANO全 国バ レエコンクール NAGANO全 国バレエコンクール 実行委員会
3/25-26 4 NMEI夕 ,シ″ ヤ

=″
わ ■大阪 いヽれに|グブ

"タ
バレ■●″ ■Ⅲ寿行委員会

17 3/25-26 3 ま 1識増河′シ エン タ■ル アル■ル全国′ドレ■コンク■ル実行委員会
3/25-27 4 全国バレエコンクール in八王子 全国バレエコンクール in八王子実行委員会

/24-4/5 東京新聞・全国舞踊コンクール 東京新聞

3/26 2 仙台NIBAユ‐ アド申 ンク|→レ 不野|(NBA,ドレ■口■″ ‐ 務局)
3/26 1 rapall Balletl―●凍東‐X瑯 ●pall Ballel● ol■lpetltl¨1姜
3/30-31 呻

'シ==か
ル独 5■春 不野QI繊 |‐バレ■●ア■ル難 局)

3/30-31 Hears&Mind バレエコンクール 不明 (Hearts&Mindsバレエコンクール制作委員会)
3/30‐ 4/1 クリエ全国バレエコンクール 株式会社クリエバレエ企画

/31-4/1 MMuじ lヶテンシタバレ
=●
ングーl● 福洞 MMUEIク |ラ|ンテタバレ■ロツク■ル1実行委員会

3/31-4/2 1 伊達クラシックバ レエコンペティション 伊達クラシックバレエコンペテイション実行委員会

3/31-4/2 l

…

‐″
=を
ク
ー
, 公益社日法人||1日本バ嘲 会北海道支部
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4月

4/1_3 全国MIEバ レエコンペティション 株式会社 abs cOmpany全国MIEバ レエコンペティ
ション委員会 実行委員長 樫野 隆幸

4/2-3 ザ■′ヽレコン五五il同1山 青少年の
~‐

め01ヽレー■||コンク■ル実犠 ‐員1会
4/10-12,

18-19
l まちだ全国

'ヽ

レ
=コ
ング■ル NPO法人■町口′ヽレエ試ゝ 振1興会

4/18 4 NAMUEIク |ラ ンツーク′ヽレ■コンク■ル1東京 叫 v●EI´ラーシツク′ドレ■●ング■ル実行委員会
4/19 3 山絵

'ヽ

レ
=_―
ンタ■ル 公益社団法人■日本′ヽレ

=協
会山蔭支部

4/19 l 鹿児島INBAIツユ■ア′ヽレニコンタ■ル 不明llNBA‐ ′ヽレユ団コンク■ル事務局)
4/29 1 lapll Balletl‐Collipetti。 |・ 高松■2015 hぬ ||‐311let C6轟 betlt10五 ||1実行委員会

5月

5/1 5 NAMUEIク ラシ,―ク′ドレ
=コ
ンク■ル1神戸 NAMUEIク ラツシク

ー
´ヽレエコンタ|■ル実1行委員1会

5 日本′‐ドレ■協会沖縄支部■プレヨング■ル 公益社1団法1人■日1本バレ|=協会沖1縄支部
5/2 日本′ドレエ協会沖縄支吉障‐1児童′ヽレエコンータ■ル 公益社団‐法人■1日本バレエ協会沖縄支部
5/2-4 自本′ドレエ協会沖縄支部|,ヽレ

=■
ンケ■ル 公益社団法人■日1本バ

ーレニ協会沖縄支部

5/2-5 1
世1界に翔く′ヾ レエダンサ■のため

―
の20151,ヽレエ

■|ング■|ル
ー
1ヽ 横浜■|‐■|||■ |■■■|■||| 公益社団法人■日本′ヽレニ協会関東支部

5/3-4 全1国 |ジ●■|アンヽレエぷ|れコンク■ル2015 N=01法人■町1田′ヽレ|■育成1振:興会
5/3-6 こうべ全国洋舞コンクール2015 こうべ全国洋舞コンクール実行委員会
5/5 1 エスポワール全国バレエコンクール2015 エスポワール全国バレエコンクール実行委員会
5/6,13-14 3 Japan Dance COmpetition 公益財団法人橘秋子記念財団
5/10 ン●|ミ |レ |■ |シヨン■

''レ

エ コ|ンベ|テイシヨ|ン2015 オ■ルジキパン
'ヾ

レエユ
ー

=オ
ン

6月 (1) l J■lall13'lё t C6111octi161石 り■2015 JあalllBlletlCol■lolttioll●実行委員会

7月

Z/5 オLttNB‐ Aジユ■アンヽレニコーンタ■,レ 不明‐|(NBA'ヽ |レエ
ー
団コング■ル事務局)

Z/1517 国際バレエコンクール イン 名古屋 フランス バレエ国際コンクール事務局
不 明 なかの|セミナ‐コンペテイシヨン なか|の1洋舞連盟事務局

172124 ザ■′ドレコン轟大阪 青少年のため|の′ヽレ
=■
コンク■ル実行委員会

NAMUEIタ ラ
ー
シツク′ヾレエーコーン|夕 |■‐,´ 1京恣 NAV●EIクラン′ク′ヽレ■コンク■|ル実行委員1会

埼玉全国舞踊コンクール2015 埼玉県舞踊協会
スリービング ビューティー全日本バレエコンクール 株式会社バウンドプロモーション

Z/28-31 ザ■′ヽレコンlll.東京 青少1年のたゆ|の′ヽレ■■■ンク■ル実行委員会

54 7/2831 4 全国クラシックバレエ inHIRAKATA ダンスアヴェニュー“Dゝ"バ レエコンクール in
HIRAKATA制作実行委員会

7/2931 全国|プレーヨンク■
'レ

NPOI法人IRIBAIバレエ団
Z/30 2 laplllB41ё●Col■ 101titi6●福1岡12015

“

‐talllBralletlCOね
Oeti■6● 1実行委員会

4 螂ヽ UEIグラ|シラクバレエコンタ■ル1熊本 NAMUEIクランツクバレ
=‐

コンク■ル実行委員会

9場:譜‐‐■fl=11γ91%す.|: PBぶ |1実行委員会
Z/31-8/2 3 座間全国舞 lliコ ンクール 座間文化芸術振興会/座間全国舞踊コンクール実行委員会

６０‐
「
叫
樹
「
「
コ
劃
劃
飼
「
「
コ
コ
劃
「
「
コ
コ

７８‐引
鼎
馴
馴
ｄ
コ

8月

8/2-4 4示ザニー1嚇ζ馨91嘉喜1声|‐‐|“ ■デ=ケ■シヨナルー・バレ■●コンベテイーシヨン事務局
8/3-7

全 国ジュニア・バ レエ コンクール ジャパングラ
ンプリ2015 」GP大会実行委員会

8/4 NAMUEI‐グラシックバーレ■コング■ルJし海道 NAMUEク ラン
'ク

′ド・レ
=コ
ング■,レ実行委員‐会

8/4-5 7冨1岡INBAIジュニアバレiコング■ル 不明 (NBAバレニ団コンク■ル事務局)
8/4-6 7 FLIAPI全1国′ヾレエコンク■ル201,1夏 不明(FLAP′ ‐ヾレエヨンク■,レ事務局)
8/7 3 広‐島NIBAIジュニアバレユーコング■―ル 不明 (NBAI′ レヽエ団ヨング■ル事務局う
8/9-lr‐ 東京な|かの国際ダンスコンペチレジヨン なかの洋舞連盟事務局
8/11 6 NAN7iUЁ Iク ラシックバレエコンク■ル金沢 NAMUEクラシツク′ヽレ■●ンタ■ル実行委員1会
3/11-13 b かわさき全国バレエコンクール バレエコンクール実行委員会 inかわさき
3/11-16 レヾエコンペティション 21 レヾエコンペティション 21

3/12-16 全日本′ドレ■■コンクール2015 文化庁:‐1公益社団法人|■本バレ
=協
会

3/13-14 4 多摩シテイ全国バレエコンクール 多摩シティ 全国バレエコンクール実行委員会
3/13-15 11 バレエコンペティションin奈良 奈良国際バレtl房
/18-19 大1阪 N BIAIジユ■アバーレエコンク■ル 不明|(NBA′ レヽ■団コンク,ル事務局‐)
/18-20 不 明 2015全国つくば洋舞コンクール 茨城県洋舞踊協会 つくばバレエコンクール事務局
8/18-23 l ザ■バレコンーhl名古屋 青少年のためのバレエ コンタ■ル実行委員会
8/19-21 51 ,かやま1全国

'ヽ

レニコンクール フルー■ル全国バレエコンク■ル事務局
8/19-21 21東京シティ バレエ団全国バレエコンペティション 一般財団法人 東京シティ バレエ団
8/21-23 13 全国プレバレエコンクール inさがみはら

合同バレエグループさがみはら第14回全国プレバレエ
コンクール inさがみはら実行委員会

8/26-27 2 おかやま全国
'ヽ

レニ|コンクニル ブル■ル全国バレエ■ンク■ル事務局
6-30 全国バレエコンクール in Nagoya CJB中部日本バレエLl

7-28 3
豊田世界バ レエ &コ ンテンポラリー ダンスコン
ペティション

エトワールバレエ団実行委員会 (チャイコフスキー記念
豊ロバレエ学校/NPO法 人豊田シテイバレエ岡)

8/27-28 3 NAMUЁ Iクーラシラク′ヽレエコンタ■ル・高松 NAMUEク ラシッタ
'ヽ

レエコンク■ル実行委員会
8/28-30 3 沐H南バレエ コンペティション 71H南バレエ コンペティション事務局
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9月

9/4-5 Dance Creation AM″ ard
ダンス・クリエーシヨン・アワード実行委員会 代表
斎藤千雪/前田圭蔵/井本篤

)/5-6 不 明 プリンシノウレコンペテイションTV プリンシパルコンペテイシヨンTV実行委員会
魅 屋鶉 15 |1姜

)/25-26 5 面 け ‐ 夕,|ヽ

"″
蝶 行委員会

10月 (1 10/10-12 1 びわ湖・洋舞コンクール inも りやま びわ湖・洋舞コンクール実行委員会

11月

11/12-15 ヨコハマ・コンペテイション 公益社団法人 神奈川県芸術舞踊協会
11/18-22 不明 ユースアメリカグランプリ (■■GP)2016日 本予選 YAGP日本事務局

11/19-23 9

ー

12月 (10)

12/5-6 4 鳥櫛億,ケ充わタバ′
=●
´″|→■広島

～ ―
.―

1 轟薔発斌科■■′Ⅲ ン ジ 獅
12/22 5 MMu■ななる″バレ■●́ なつ■神奈川 ル■

=ケ
■″新子委酸

12/23-26 撃 |

|デ
=■
|,|,"■′ツ|||´|,● 1́神

12/23,

25‐26
rokyo Art Bridgeバ レエコンクール 東京アートブリッジ事務局

12/24-25 4 軌 た い な ‐ ■凛れ

"1冬

不琺瞑
=崚
警■
～
■́●ンP/―ルや暉新識

12/25-28 1 ザ|パレヨン五欄嗣

―

レ■|■″■申
12/26-27 6 流動

12/26-28 姉

"■
Ⅲ鎮華ⅢⅢ■レク■ル靭

12/30 2 麟証13藤京おい 1浜置‐‐‐聯 赫        |1器

BCの 開催回数を集計したものを図1に示す。コンクールが開始されて5回以内のものは、57件 (56%)と

最も多かった。また、開催20回以内のコンクールが全体の約80%以上を占めていることが読みとれる。

コンクールの開催地を集計したものを表2に示す。この表から、関東地方での開催が43件 (42.6%)と 最

も多いことが分かるが、全国各地でBCが開催されていることが分かる。

30′ 31′32回

3%

48′72回

2%
明

％

不

５

21725726′ 28回
ヽ

4%

11～ 13′ 15′

17718719回  ――――

15%

n=■01

図1:開催回数

表2:開催地            n=lol
者β道府県別 地区別

北海道 4 4 北海道

宮 城 3 3 東ヨヒ

茨 城 l

関東

神奈川

埼 玉 4

千 葉 1

東  京
愛 知 8

中部
石  川

静 岡 l

長 野 1

大  阪 5

17 近畿

京 都

滋  賀
奈 良 1

兵 庫
三 重 1

和歌山 1

岡  山
6 中国鳥 取 1

広 島 2

愛 媛 1
2 四国

香  川 1

鹿児島 1

九州貪ヨ  フヽ 1

福  岡 6

ツ中  糸亀 6 ,中糸電
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(2)主催団体について

表 1において年間二回以上、同一団体によって開催されているコンクールだけを抽出して表3に示す。

表3:同一主催団体によるコンクール
コンク
ール数
開催
回数

コンクール名
主催団
体の数
主催者 (主催の記載がない場合は、事
務局名を記載)

コンクー

ルの種類
1 全国鎌倉プレバレエコンクール

1
不明 (全国鎌倉プレバレエコンクール事務局) 1

2 5 全国鎌倉バレエコンクール 不明 (全国鎌倉バレエコンクール事務局) 2

3 6 NAMUEク ラシックバレエコンクール名古屋

NAMUEク ラシックバレエコンクール実
行委員会

4 4 NAMUEク ラシックノヾレエコンクール 大阪
5 NAMUEク ラシックバレエコンクール福岡
6 4 NAMUEク ラシックバレエコンクール東京
7 5 NAMUEク ラシックバレエコンクール神戸
8 5 NAMUEク ラシックバレエコンクール 京者β
9 NAMUEク ラシックバレエコンクール 月資本
5 NAMUEク ラシックバレエコンクール北海道
6 NAMUEク ラシックバレエコンクール 金沢
3 NAMUEク ラシックバレエコンクール高松
5 NAMUEク ラシックバレエコンクーリレネ申奈りII
4 NAMUEク ラシックバ レエコンクール 広島

15 5 NAMUEク ラシックバレエコンクール グランドファイナル 4

9 PB K(Passion du Ballet a KYOTO)・ ナマーコンクーフレ2015

3 PB K実行委員会
5

17 9
Passion du Ballet a ttpt。 京者Бバレエコンクール2015ウインター
COmDet■iOn 6

4
エヴァ・エフドキモワ記念 エデュケーショナル バレエ コンペ
テイション・プレパラトリー

4
エデユケーショナル・バレエ・コンペティ
ション事務局

7

エヴァ・エフドキモワ記念 エデュケーショナル バレエ コンペ
ティション 8

NBA全国バレエコンクール

5

NPO法人 NBAバレエ団 9

全国プレコンクール

2 仙台NBAジュニアバレエコンクール

不明 (NBAバレエ団コンクール事務局)

1 鹿児島NBAジュニアバレエコンクール
札幌NBAジュニアバレエコンクール
福岡 NBAジュニアバレエコンクール
広島NBAジュニアバレエコンクール
大阪NBAジュニアバレエコンクール
ザ・バレコンmini岡 山

青少年のためのバレエ・コンクール実行
委員会

12

11 ザ・バレコンin福岡

ザ・バレコンin大阪

ザ・バレコンin東京

ザ・バレコンin名古屋

ザ・バレコンin福岡
シュミレーション バレエ  コンペティション2015

7 オーフレジャパンバレエユニオン
オールジャパンバレエユニオンコンクール

4 FLAP全国バレエコンクール2015 春
8 不明 (FLAPバレエコンクール事務局)7 FLAP全国バレエコンクール2015 夏

174 FLAP全国バレエコンクール2015 冬
1 Iapan Ballet Competition滋 う翼2015

9 」apan Ballet Compettion 実行委員会

1 apan Ballet Competition東 京 2015

l rapan Ballet Competition高 松 2015

l Tapan Ballet COmpetition石 り‖2015

2 Tapan Ballet Competltionネ ロロ12015
2 apan Ballet Competition名 古屋 2015

2 apan Ballet CompetitiOn兵 庫 2015

東京なかの国際ダンスコンペティション
なかの洋舞連盟事務局

不明 なかのセミナーコンペティション

北海道バレエコンクール 公益社団法人 日本バレエ協会北海道支部
山陰バレエコンクール 公益社団法人 日本バレエ協会山陰支部

5 日本バレエ協会沖縄支部 プレコンクール
公益社団法人 日本バレエ協会沖縄支部日本バレエ協会沖縄支部 児童バレエコンクール

日本バレエ協会沖縄支部 バレエコンクール
L界に翔くバレエダンサーのための2015バレエ・コンクールIN横浜 公益社団法人 日本バレエ協会関東支部
全日本バレエ コンクール2015 文化庁、公益社団法人 日本バレエ協会
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まちだ全国バレエコンクール NPO法人 町田バレエ育成振興会
7 全国ジュニアバレエぷれコンクール2015

琉球新報国際バレエコンクール

琉球新報社琉球新報国際バレエコンクール

4 琉球新報プレバレエコンクール

ふくおか全国バレエコンクール

フルール全国バレエコンクール事務局
わかやま全国バレエコンクール

おかやま全国バレエコンクール

1 さっIFろ全国バレエコンクール

3 とうきょう全国バレエコンクール

この表より、64件の BCが 14の団体によって開催されており、残 りの37件については年に一度だけ開催し

ている団体であることが分かる。主催団体は全部で51団体あった。年に二回以上開催している14団体の中に

は、全国各地で BCを行っている団体が6件あった。また、プレコンクール (以後、PCと する。プレパラ

トリーもPCと して扱う)注いと呼ばれる、コンクール出場を目指すための練習の場として設置されている

ものと一緒に、BCを 開催している団体も6件みられた。

次に主催団体の分類を図2に示す。この図より、全体の約60%がコンクールのために設立された「実行委

員会」や「事務局」であることが読み取れるが、これらの詳細情報を記載しているものはほとんど見当らな

かった。

n=51

図2:主催団体の分類

Ⅳ-2.コ ンクールの内容について

(1)コ ンクールの種類

表1で明らかになったコンクールを内容別に分類するため、同一主催団体による同内容のもの (設置部門

や審査内容、賞品などが同じもの)が、年に二回以上開催された場合には、何度開催をしても一種類として

扱って集計を行った。一つの団体から生まれた支部による開催 (支部予選)については、支部によつて内容

が異なるため、今回は一つの独立したものとして集計した。2015年一年間に開催されたコンクールは名称別

に分類すると、全部で69種類あつた。このことから、101件の総コンクール数のうち、32種類 (全体の約半

分)が、年間を通して重複して開催されていることが分かる (重複しているものは、すでに表3に示したも

のである)。

PCと 題されたコンクールは全部で7件あった。国際的なコンクール
注
"は 5件あり、そのうち海外大会の
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予選となっているものは1件あった。

(2)開催目的、部門の設置状況

開催目的を図3に示す。これは各コンクールの開催目的に書かれている内容を集計したものである。開催

目的において、最も多かった内容は、「次代の発掘・育成・教育、人材発掘・育成」が62%、 「(舞踊)文

化・芸術の普及・振興・発展のため」が30%、 「不明」が29%であった。「その他」には、「自己啓発」、「バ

レエ文化教育の見直し」、「現時点での状況把握」、「若者の意識づくり・模擬体験」、「交流の場の提供」、「世

界のスクールで学べる。世界ヘアピールできる・著名人に見てもらえる機会の提供」などがあった。

不明

その他

バレエ愛好者の顕彰、応援

地域文化、地域の発展 (活性化)

(舞踊)文化・芸術の普及・振興・発展のため

次代の発掘・育成・教育、人材発掘・育成

:     1      1

晰 は な 文 聰 躙 291
1      :      |

腑 119 1

令611
瘍
14:  |

:  :  i
礫 301

80  %

n=69複数回答

図3:開催目的

次に部門の設置状況についてである。 1件 (「なかのセミナーコンペティション」)を除くすべてのコン

クールにおいて、年齢 (学年)別部門を設定していた (全68件 )。 男女別部門の設置状況については、男女

混合で部門を設置しているものが56件 (81.2%)。 男女別が4件。部門によリー部男女混合が4件。不明が 1

件で、男女混合で部門を設置しているものが最も多かった。

年齢 (学年)別部F5に設定された参加者の最少年齢注
Ю)を まとめたものを図4に示す。参加者の最少年齢

は、「8・ 9才」 (小 3)が23件 と最も多く、次に「6・ 7才」 (小 1)が 17件。「9・ 10才」 (小 4)が 10件 と、特

に小学校中・低学年が多かった。

図4:参加最少年齢
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年齢による部門分けの他に、バレエシューズ (以後、BSと する)で参加できるBS部門や BSに よる審査

(44件 :638%)、 PC部門の設置 (20件 :30%)な どがあった。BS審査は特に小学生までの児童の部門で用

いられることが多く、部門によつて必須である場合と選択できる場合が見られた。PC部門の設置について

は、PCの 7件 と合わせると全部で27件のコンクールにおいて、PCも しくはPC部門が設置されていると考

えられる。これは全体の約40%にあたる。PC部門は、力贋位をつけるものとつけないもの。そして力瞑位はつ

けなくても得点上位者に特別賞などが与えられる場合があった。注の8)で も述べたとおり、本調査で一般

的なコンクールとして扱ったものの中にも、PCや PC部門という名称を使用せずに、PCの要素を含んでい

るケースも含まれているため、さらに多くのPC的要素を含んだコンクールがあると推察される。

バレエ部門の中には、グループ部門 (創作バレエ・創作舞踊を含む)やアンサンブルの部、パ・ド・ドウ

部門や趣味の部などが含まれていた。これは群舞や創作バレエ、趣味でバレエを楽しむ、もしくは順位を競

う人向けのコンクールであることが読み取れる。また舞踊のジャンル枠を排除し、バレエ、モダンダンス、

コンテンポラリーダンス、日本舞踊、フラメンコなど、すべての舞踊を一つの作品として、一つの部門で審

査するものもあった。

(3)審査について

審査内容は「ソロVaのみ (自 由選択)」 が44件 (63.8%)と 最も多く、「ソロVaのみ (課題曲より選択)」

が14件 (203%)。 「書6門により異なるJが7件、「不明Jが 4件であった。ソロVaの審査と並行して、レッス

ン (も しくはアンシェヌマン)審査の両方を行うものが7件。部門によって1曲ではなく、複数の Vaを踊る

ものが6件あった。また、審査の段階によってこれらが変化するものも見られた。

図5に 曲目の制限時間を示した。部門数はコンクールによつて異なり、またその制限時間も部門によって

異なっていた。制限時間で最も多かったのは、「2分 1秒～3分以内」で全体の約70%であつた。

68

５

４

３

２

１

″  が

森=69複数回答

図5:曲 目の制限時間

次に審査基準・規定の提示についてであるが、25件 (362%)に おいてこれ らの記載があ り、44件

(638%)に おいて、これらの記載が「なし」もしくは「不明」であった。審査基準・規定を提示している場

合には、審査員の採点方法や集計方法 (17件 )、 審査の観点 (15件)な どを提示していた。これらの両方を
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記載しているものは、7件あった。審査員情報の提示については、54件 (783%)に おいて審査員の氏名を

公開しており、3件については、一部情報のみを公開していた (12件は不明)。

審査情報の公開については、42件 (609%)がこれらを行っており、27件 (39.1%)に おいては行われてい

なかった。審査情報の公開方法は、アドバイスシー トなど審査員の講評が書き込まれたシートを配布する

ケースが25件 (こ のうち1件は、口頭による講評とセット)。 順位結果などの審査データの公開が20件。こ

れらの両方を行っているものが6件。回頭による講評が3件であった。また、出場部門によつて情報公開方

法が異なっている場合もあった。

(4)賞 品について

順位をつけるコンクールでは、上位入賞者に賞状が贈られ、上位の他に特別賞を設けているものがほとん

どであった。コンクールによっては、特別賞の種類を多く設けている所もあり、参加者の2/3以上や参加者

全員が賞をもらえるといったものも見られた。プロ契約・研修、海外留学などの将来的な活動に繋がる賞品

があるコンクールは、全部で27件 (39%)であり、そのうち、国内バレエ団との契約・研修があるものは7

件であった。これらの賞品は、上位入賞者へ順位に伴って自動的に贈られる場合と、受賞者がバレエ団や留

学先を選択できるタイプなどがあった。また留学の場合、海外バレエ学校や大学などへの短期もしくは長期

留学 (ス カラシップやフルスカラシップを含む)。 海外バレエ学校主催のサマースクールやセミナー。海外

ワークショップの受講権などがあった。これらの他に、海外 BCへの参加権や海外 BCの予選審査が免除さ

れるシード権などがあった。

V.考察

以上、2015年一年間の BCの 開催状況と、その内容に関する情報を整理してきた。これまで整理した情報

をバレエ教育の視点から考察し、BCが抱える問題点について検討していく。

V-1.2015年一年間のコンクール開催状況

(1)日 本の BCの特徴

日本におけるBCは ほぼ毎月、日本のどこかで開催されており、その総数は101件であった。コンクール

の開催は、特に学生が夏休みである8月 に最も多かった。開催回数は、5回以内のコンクールが全体の50%

以上を占めた。通常年に一度、コンクールが開催されているとすると、特に近年五年以内にコンクールが増

加 したことが推察される。また、開催20回以内のコンクールは全体の約80%以上に上 り、その一方で歴史

あるコンクールは全体の約10%程度にしか満たないことが分かる。伝統的なコンクールは開催する度に参加

者の水準が上がっていくと考えられる。そのため、参加者がコンクールを選択する際には、伝統的なもの

か、新しいものか、自分の参加目的・レベルに合った選択が必要であることが示唆された。

(2)主催団体について

主催団体の合計は51団体で、その内14団体は年に二回以上コンクールを開催 している。101件の総コン

クール数のうち、62件がこの14団体によって主催されていた。同一団体が複数のコンクールを開催している

場合、全国各地でコンクールを行っている場合と、PCと セットで開催しているケースがみられた。

主催団体の分類では、「実行委員会 ,事務局」が全体の約60%と 最も多かったが、これらの組織の詳細情

報を記載しているものはほとんど見当らなかった。また、主催団体が「不明」であるコンクールが約10%あ
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ることから、全体の約70%の コンクールは、主催団体・主催者の詳細が不明であると言える。主催者が不

明ということは、参加者が BCに参加する上で、もしくは参加するコンクールを検討する上で問題があると

言えるだろう。

V-2.コ ンクールの内容について

(1)日 本の BCの種類

2015年一年間に開催された BCは 、名称別に分類すると全部で69種類であつた。そのうち32種類 (全体の

約半分)は年間を通して、重複 して開催されていた。PCは全部で7件あり、国際的なコンクールは5件で

あった。したがって、BCの 内容を大きく分類すると、一般的な (順位をつける)コ ンクール、PC、 国際的

なコンクールの3種類に分けることができると言えた。

PCは、「PC部 門」という部門の中に設置されているケースも多くみられた。これをPCと 題されたコン

クールと合わせると、全体の約40%の コンクールに PCも しくはPC部 門があることが分かる。これらは、

一般的なコンクールに挑戦するにはまだ早いと考えられるバレエ学習者にはむしろ有効な場であり、BCに

出場する参加者全体の水準を上げる助けとなっていることが推察される。また、PCや PC部門は、参加者

に対して積極的にアドバイスシートなどの配布を行っている所が多いため、参加者の今後のバレエ教育へ大

きく貢献していると言えるだろう。

(2)開催目的と部門の設置に見られる問題点

開催目的において最も多かった内容は、「次代の発掘・育成・教育、人材発掘・育成Jで、その次に、

「(舞踊)文化・芸術の普及・振興・発展のため」、そして「不明」と続いた。このことから、多くの主催団

体が舞踊界の次代育成・発掘を目指しており、そこから舞踊文化、さらには芸術の振興・発展へと繋げてい

きたいと考えていることが推察される。その一方、「不明Jである団体が目立ったことは、岸辺 (ク ララ編 ,

2013:12)が懸念しているように、コンクール開催という点では問題があると言える。また、開催目的や主

催団体については、参加者が参加するコンクールを選択する際に考慮に入れる大事な要素の一つであると考

えられる。このように、これらの詳細な情報提供がないコンクール開催には問題があると言えるだろう。

年齢 (学年)別部門設置については、1件 を除くすべてのコンクールにおいて、これが設置されていた。

このことから、年齢に分けて審査を行うことの重要さを読み取ることが出来る。男女別部門の設置について

は、男女混合で部門を設置しているものが全体の約80%であった。バレエの競技人口 (参加率)は男子に

比べて女子が圧倒的に多いことが分かっているが (高橋ら,2013:91)、 バレエのテクニック上、男女の踊

り方には大きな違いがある。これらを一緒に審査し、公平に得点化するためには、厳格な審査基準が必要で

あると考えられる。ボリショイバレエ団のユーリ・グリゴロヴイッチは、「部F5のエントリー数が3人で上

位入賞者が決まってしまってもよいから、絶対に男性部門を設けるべきだJ(阿部,1999:29)と 主張して

おり、男女別部門での審査の重要性を述べている。男女混合部門が設置されているコンクールのうち、男女

を公平に審査する審査基準が存在しているものは果たしてどの程度あるのか、今後検証していく必要がある

だろう。

参加最少年齢の設定については、「8・ 9才J(小 3)が最も多く、特に小学校中・低学年に設定しているも

のが多く見られた。この年代の児童が BCに参加出来るという事は、バレエ教育の視点から考えると、大き

な二つの問題点を抱えていると考えられる。まず一つ目は、児童が BCに参加することにより、そのダン

サーの生理的な成長を阻害してしまう恐れがあるということである。BCに小学生の参加が可能であること

は、海外では見受けられない。その理由として、海外のバレエ学校などでは、伝統的なカリキュラムが設定

され、小学校低・中学年の年齢では、通常、バレエの基礎の勉強が始まったばかりの段階だからである (現
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に海外の国際BCを見ても、参加最少年齢の設定は、15才 とする所が多い注lD)。 本来この世代は、何度も反

復して基礎を身に付け、正しい身体づくり。身体使いを身に付ける段階であると考えられている。しかし、

日本において小学生をBCに 出場させているケースでは、高度な技術の獲得を目指す稽古や、過度な反復練

習が行われたりすることがある。また、後述するように幼少期のダンサーの成長には本来ふさわしくないと

考えられるトウシューズ (以後、TSと する)を履かせるという行いも行われる場合があり、このような指

導によって、将来、そのダンサーの生理的な成長を妨げる可能性が高まることも推察される。

中でも特にTSを何歳で履くのかという問題は、バレエ教育界においても重要な問題である。バリン

ジャーらによると、TSを何歳で履いてよいという具体的な指標はなく、ワガノワやチェケッティ、RAD
などの世界的なバレエ・メソッドにおいてもそのような指示はないという (バリンジャーら,2015:182)。

しかし、IADMS(Interna■onal Associationおr Dance Meddne&Science 国際ダンス医科学学会)は、

こうした現状に警鐘を鳴らすべく、「TSの練習を始めるためのガイドライン」を作成した (Davidほ か,

2009)。 その中で、IADMSは TSの練習を早く始めすぎることがもたらす危険性を示している。これによる

と、TSを履き始める時期は、生徒の身体の成長段階、体幹、腹筋、骨盤のコントロール、脚などの骨格の

アライメント、筋力と柔軟性、レッスンの頻度と期間など、様々な要素を注意深く評価した後に、決定すべ

きであると述べている。また、「決して12才以下で (TSを )履いてはいけない」と提言している。したがっ

て、これらのことを加味しても、児童のコンクール参加には、参加者やその保護者の確固たる参加目的と、

指導者の力量と良識が問われると言えるだろう。また、指導者にはTSの使用の有無についての責任の重さ

を改めて考える必要があるだろう。

二つ目の児童のBC参加に伴う問題点は、課題曲の選曲についてである。スターダンサーズ・バレエ団の

新井は以下のように述べている。「Vaは通常、主役やソリストの踊りであり、それらは技術だけでなく、表

現も重要な要素で、それをマスターした大人のダンサーたちに踊られるよう振付られているのに、10歳前後

でバレエを習い始めてあまり年月の経っていない児童が踊る所に問題がある。～中略～ 大人の大プリマの

まねをして踊らされている児童が非常に多く、子供らしさがまったく見られない時がありました。ですか

ら、選曲も非常に難しいように思えます。全国各地で開催されているBCも 児童参加の時は、課題曲を考え

なくてはいけないと思います。バレエの Vaは子供が踊るものではないと思いますが。～中略～ 幼い児童

がコンクールに出場すること自体に問題があると思います。」 (新井,1999:15)こ のように新井は、特に児

童には課題曲を設ける必要があることを指摘している。また松本は、児童が誤った課題曲を選択すること

は、踊る本質である役柄への理解を疎かにして、テクニックだけに集中し、自分を見失う危険性があると述

べている (松本,2007:37)。 そのため、ユーリ・グリゴロヴイッチがいうように、課題曲の選択には、子

どもたちの「オルガニズムをよく考えて、肉体的・精神的・演技的に適切な課題を選ぶ」 (阿部,1999:30)

必要があると言えるだろう。つまり、高度な技術よりも基礎・芸術性・表現性を大切にし、役の解釈に特に

重点を置く必要があると考えられる。

さらに波多野は、あまりに早い時期に完成された踊りをしてしまうことや、年齢が低い時期に大きな賞を

とってしまったがために、伝統ある演目を深く理解しえるチャンスを失うケースが存在していることや、こ

れらがダンサー人生にとっては大きなマイナスになることを指摘している (波多野ら,2007:38)。 このよ

うに、児童のBC参加には様々なリスクを伴うと考えられ、これらは子どもたちの将来を左右する大きな問

題を含んでいることを意味している。そのため、指導者や保護者の責任は非常に重く、これらの問題点をよ

く考慮し、児童のBC参加を検討する必要があることが示唆された。

(3)審査に見られる問題点

審査内容については、「ソロVaのみ (自 由選択)」 (638%)が最も多かった。すでに前項で児童における
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選曲の重要性を述べたが、ほとんどのコンクールが Va一 曲のみで審査することを考えると、Vaの選曲は

どの参加者にとつても重要であることが推察される。

曲目の制限時間は、「2分 1秒～3分以内Jが全体の約70%と最も多かった。したがつて、多くのBCにお

いて、3分以内でその参加者の評価が決まるということになる。審査する狽1も 2～ 3分の短い分数の中で、

何百人という参加者を審査しなければならないということの責任の重さと不安を感じているという (石井 ,

波多野,2007:36,38)。 短い時間の中でいかに公平かつ厳正な審査をするかという′点は、審査員の手腕が

問われる所であり、参加者はこの3分の間にいかに自分が持っているものを表現するかが重要であると言え

るだろう。

一方、一人の評価を僅か3分程度のソロVaだけで判断できないとの思いから、ソロVaの他に、レッス

ン (も しくはアンシェヌマン)審査も併せて行うもの。部門によつては一曲ではなく、全く質の異なる複数

の Vaを踊るものなどもみられた。これらは参加者をじっくり見て評価するという′点において、意義がある

と思われる。その他にも審査員によるワークシヨップやセミナーを同時に開催するものなどもあり、BCと

いう場がただの競走だけの場ではなく、教育の場として積極的に利用されていることが推察される。

審査基準・規定の提示については、362%においてこれらの記載があり、逆に約60%に おいては、これら

の記載がなされていなかった。審査基準・規定を提示している場合には、審査員の採点方法や集計方法、審

査の観′点などを提示していた。これまで述べてきたように、審査基準はコンクールの根幹を司る重要な部分

であり、これらが公表されないコンクールは問題があると言えるだろう。無論審査をする審査員の間には、

審査基準が設けられていることが推察されるが、どのような方法で、そしてどのような観点・基準でこれら

が行われているかが重要である。これらの情報は参加者がコンクールに参加する上で知る権利があり、知る

べき情報であると考えられる。今後、さらなる調査・検証が必要である。

一方、審査員情報の提示については、ほとんどのコンクールにおいて情報が提示されていた。これはコン

クールを主催する団体が不明瞭であることと対照的に、審査員情報を公表することによつて、各コンクール

が各自の特色をアピールしていることの表れであると推察できる。したがって参加者たちは、主催団体より

も審査員が誰であるかによって、参加するコンクールを選択している可能性が高いことが考えられる。審査

員情報の公開はコンクール開催に伴い、参加者側、主催者側の両方にとって、重要な要素であることが示唆

された。

審査情報の公開については、約60%近いコンクールにおいて行われていた。情報の公開方法は、①アドバ

イスシートなどの審査員の講評が書き込まれたシートを配布する。②順位などの審査データの公開。③①と

②の両方を行っているもの。④口頭による講評があつた。若松が審査情報の公開について、「舞踊界の合理

化に必須である。」 (若松など,1996:157)と述べるように、情報の公開はそのコンクールの審査の透明性

を示すものであり、各コンクールの信頼度を計る大きな手掛かりになると思われる。また、同時に参加者は

順位や講評を頼りに、現在の自分を見つめ直すきっかけになると考えられる。そのため、バレエ教育の側面

からみても、審査情報の公開はBCの 開催には必須なものであることが示唆された。

(4)賞 品について

順位をつけるコンクールでは、上位入賞者には賞状が贈られることがほとんどで、上位入賞の他に特別賞

を設けているものが多かった。コンクールによっては、特別賞の種類をかなり多く設けている所もあり、参

加者全員が何か賞がもらえるといったものも見られた。これは、参加者のモチベーションを上げるために行

われていることだと推察される。多くの参加者に入賞することを体験させることで、更なるバレエ学習意欲

の向上を狙っているものと考えられる。

プロ契約や研修、海外留学などが賞品となっているコンクールは、全体の約40%であつた。これらの賞
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品の内容は様々であり、国内・外のバレエ団への入団や研修、海外バレエ学校への短期もしくは長期留学、

サマーセミナーやサマースクールなどへの参加権があった。参加者がこれらの賞を受賞出来た場合、今後の

人生にかなりの影響を与えると思われる。そのため、これらの賞品は、参加するコンクールを選択する際に

検討する重要な要素の一つであると推察される。

Ⅵ.まとめ

本研究では、現在、日本で開催されているBCについての情報を収集し、その開催状況と内容を明らかに

した。また、この結果とこれまで指摘されてきたBCが抱える問題点とを比較し、バレエ教育の視点から見

た現在の日本におけるBCの問題点を改めて確認した。その結果、以下のような知見を得ることが出来た。

1 2015年一年間に開催されたBCは 101件であり、日本全国、毎月どこかでBCが開催されていた。内

容を名称別に分けると全部で69種類あり、このうちの約半分は同内容のものであった。過去五年の間

に開始されたものが特に多かった。

2.BCは大きく分けて、一般的な (順位をつける)コ ンクール、PC、 国際的なコンクールがあり、特に

PCはバレエ教育に大きく貢献しているコンクールであった。

3 本調査で明らかになったBCが抱える問題点は、以下の二点である。
1)主催団体の運営者や開催目的、審査基準の提示など、参加者がコンクールを選択する際に考慮に入

れると考えられる情報が、正しく提示されていない場合が多い。

2)バレエ教育上、児童 (特に小学校低・中学年)の BCへの参加には様々なリスクを伴うことが考え

られ、この年代のコンクール参加には熟慮が必要である。

近年では日本のみならず、世界のBCで も多くの日本人が参加、上位入賞を果し、世界各地で活躍するダ

ンサーが増えている。そのため、いまや日本のBCは、バレエ界の底辺を広げ、今後の発展のために無くて

はならない存在であると言えるだろう。しかしその一方で、BCが抱える問題点は多く、今回明らかになっ

た′点は、ほんの一佃1面でしかない。今後も、様々な側面からの研究が必要である。

BC審査員経験者や、BCを経験した現在活躍しているプロバレエダンサーたちは皆、口を揃えて、コン

クールは通過点、参加にはしっかりとした目的を持つ必要があると言う。BCに参加する際には、本研究で

明らかとなったことを踏まえ、しっかりとした目的・目標設定を行う必要があると言える。そして、それら

を見失うことなく、各自の目的に合ったコンクールを選択することが何よりも重要であると考えられる。

江

注 1)2013年 6月 末時点のデータでは、日本国内で開催されているBCは 61件であった。バレエ部門だけがあるコンクー

ル (45件)の参加者数は延べ15,458名 であった (ク ララ編,2013:79-87)。 バレエ部門が他の部門と並行 して開催

されているBCの参加者はこの数に含まれていないため、実際の参加者数はさらに増加していることが見込まれる。

注 2)若松は、ある審査員が指導する門下生の作品に最高′点を付け、そのライバルに最低点をつけたことがあったこと

を述べ (1960年 代 )、 コンクールの審査が公平かつ妥当なものでなければならないと述べている (若松ほか ,

1996:148)。

注 3)バレエ部門は、1968年 開催の第25回 から設置された (夏 目ほか,1994:10)。

注 4)『バレリーナヘの道』は、1991年の創刊以来、BCに関する記事をある程度掲載している。中でも2007年 には、「バ
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レエ&ダ ンスコンクールのいま」という特集が組まれ、2007年時点での日本で開催されている主要なBCの詳細情

報を掲載している。

注 5)2015年 1月 1日 ～12月 31日 までに発行された『旬刊音楽舞踊新聞』 (No.2941～ 2960)、 『週刊オン・ステージ新聞』

(第2033号～第2074号 )、 『ダンスマガジン』 (1月 号～12月号)、 これら三つのバレエ関連誌・新聞に掲載されている

情報を収集した。

注 6)中 には、2015年度の開催履歴があるが、詳細情報については2013年度のデータしか載っていないケースがあつた

ため、この場合は2013年度のデータを参考にした。

注7)主催団体の名称が異なる場合でも、同一のHPに情報掲載があつた場合には、同一主催者扱いとした。

注8)本研究におけるPCと は、コンクールの名称に「PCJや「プレパラトリーJが含まれているものとした。した

がって、実際のBCの趣旨や目的などにPCと 同様の要素が含まれていても、本研究においてはPCと して扱って

いない。ただし、PC部門が設置されているものに関してはその旨を記載し、PC部門として扱った。

注 9)こ こでの国際的なコンクールとは、①応募要項の中に英語などの記載があり、積極的に海外参加者向けの対応を

行っているもの。②海外で開催されるコンクールの予選。①②のいずれか、もしくは両方が該当し、順位をつける

もの、これを国際的なコンクールと呼ぶ。

注10)音6門の年齢 (学年)枠は各コンクールによつて異なり、「開催初日の年齢や学年」や「開催年の4月 時点の年齢や

学年」、詳細な記載がないものなどがあった。本調査では、これらを学年にまとめて集計し、該当年齢を併せて記

載した。

注11)各国の代表的なBCの参加最少年齢は、ヴァルナ国際 BC、 ヘルシンキ国際 BC、 上海国際 BC、 ローザンヌ国際

BCが、いずれも15才。モスクワ国際 BC、 韓国国際BCは 14才であつた (こ の情報は、各 BCHPの過去最新大会の

情報を参考にした)。
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